
新
た
に
30

人
に
委
嘱

状

【
自
治
会
連
絡
協
議
会
総
会
・

行
政
協
力
員
会
議
】

平
成
29
年
度
自
治
会
連
絡
協
議
会

総
会
と
行
政
協
力
員
会
議
が
５
月
２

日(

火)

、
東
由
利
総
合
支
所
で
開
催

さ
れ
、
新
任
の
自
治
会
長
を
含
め
47

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
総
会
に
先
立
ち
同
協
議

会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
欠
員
に
伴

う
新
た
な
副
会
長
に
、
小
野
浩
市
さ

ん(

新
町)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
28
年
度
の
事
業

報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、
29
年

度
の
管
内
・
管
外
研
修
な
ど
の
事
業

計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
行
政
協
力
員
会

議
が
開
催
さ
れ
、
長
谷
部
市
長
か
ら

５
年
以
上
勤
続
し
退
任
さ
れ
た
、
高

橋
守
さ
ん(

地
下
ノ
沢)

に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
新
た
に
行
政
協
力
員
に

な
ら
れ
た
30
人
の
方
々
に
は
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
回
ふ
れ
あ
い
交
流
会

～
森
に
親
し
む
会
～

５
月
１
日
（
月
）
に
第
11
回
ふ
れ

あ
い
交
流
会
が
、
山
遊
庭
の
森(

法
内
・

野
田)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
由
利
地
域
の
保
育
園
児
と
小
学

生
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
ら
約

70
人
が
キ
ノ
コ
の
コ
マ
打
ち
と
シ
イ

タ
ケ
の
収
穫
を
体
験
し
た
ほ
か
、
山

遊
庭
の
森
で
収
穫
さ
れ
た｢

メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ｣

や｢

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ｣

に
つ
い
て
生
産
者
か
ら
話
し
を
聞
き

ま
し
た
。

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第 ３１６号

２０１７
５月１５日発行

東由利老方
字橋脇112

東 由利
総合支所

4月30日現在住民基本台帳 1,273世帯・3,476人(男1,685人・女1,791人) 前月△4人

市長から委嘱状を受け取る佐藤力弥さん

高橋守さんに感謝状を贈呈

ホダ木にナメコを「植菌」する園児



５
月
31
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
当
日
０

時
か
ら
21
時
ま
で
の
間
に
、
15
分
以

上
継
続
し
て
体
を
動
か
し
た
人
の
参

加
率
を
競
う
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
散
歩
や
農
作
業
、
山
菜
採
り
な

ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
対

戦
相
手
は
福
岡
県
大
牟
田
市
で
す
。

当
日
は
各
施
設
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
げ
ん
き
館

10
時
～
16
時
、
東
由
利
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
東
由
利
体
育
館

10
時
～
11
時
30
分
、
東
由
利
市
民
福

祉
課
主
催
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
体

験
会
を
開
催
し
ま
す
。

19
時
～
21
時
、
東
由
利
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
主
催
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
右
記
の
時
間
以
外
、
各
体
育
施
設

（
東
由
利
体
育
館
・
げ
ん
き
館
等
）

は
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
も
当
日
は
終
日
無
料
と
な
り

ま
す
。

▼
参
加
方
法

①
５
月
１
日
号
で
配
布
し
た
参
加
報

告
用
紙
を
切
り
取
り
、
各
施
設(

体
育

館
・
げ
ん
き
館
・
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
等)

に
設
置
し
て
あ
る
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
る
。

②
東
由
利
教
育
学
習
課
へ
電
話
す
る
。

（
報
告
は
当
日
21
時
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

③
お
住
ま
い
の
自
治
会
長
さ
ん
に
報

告
す
る
。

※
①
②
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
報

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
体
験
会
を

開
催
し
ま
す

▼
日
時

５
月
31
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

▼
会
場

東
由
利
体
育
館

▼
内
容

実
技

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

動
き
や
す
い
服
装
、

内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
水
や
お
茶

▼
申
込
期
限

５
月
26
日
（
金
）

（
市
民
福
祉
課

69
‐
２
１
１
８
）

パークゴルフ場のひとこま



ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
大
募
集
！

来
る
９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日

程
で
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
『
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
』
大
会
。

由
利
本
荘
市
で
も
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

と
「
剣
道
」
の
交
流
大
会
が
実
施
さ
れ
、

全
国
か
ら
選
手
・
役
員
な
ど
１
６
０
０

人
を
超
え
る
方
々
が
訪
れ
る
予
定
で
す
。

市
実
行
委
員
会
で
は
、
お
も
て
な
し

の
心
で
温
か
く
歓
迎
し
、
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
の
推
進
を
は
じ
め
由
利
本
荘
市
の

Ｐ
Ｒ
に
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
内
容
】

▼
活
動
期
間

原
則
と
し
て
９
月
10
日
（
日
）
～
12

日
（
火
）

▼
活
動
場
所

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

由
利
本
荘
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

由
利
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
・

サ
ッ
カ
ー
場

矢
島
多
目
的
運
動
広
場
・
矢
島
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場

由
利
本
荘
市
鶴
舞
球
場

○
剣
道

由
利
本
荘
市
総
合
体
育
館

▼
活
動
内
容

各
会
場
の
受
付
・
休
憩

所
・
環
境
美
化
業
務
な
ど

▼
募
集
人
員

各
会
場
１
日
当
た
り
20

人
程
度

▼
応
募
資
格

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
さ
れ
て
い
て
、
平
成
14
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
中
学
生

は
除
き
ま
す
）
。

な
お
、
申
込
時
に
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

６
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
※
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
下
記
応
募
先
に

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
活
動
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の
被
服
や
昼
食

は
主
催
者
側
で
準
備
し
ま
す
。

○
活
動
期
間
中
は
、
主
催
者
負
担
に

よ
り
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

▼
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

健
康
福
祉
部
長
寿
支
援
課

ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
由
利
本
荘
市

実
行
委
員
会
事
務
局

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
担
当

〒
０
１
８-

０
７
９
５

由
利
本
荘
市

岩
谷
町
字
日
渡
１
０
０

大
内
保
健
セ

ン
タ
ー
内

TEL

65-

３
８
２
９

FAX

65-

２
９
０
２

Ｅ
メ
ー
ル

choju@city.yurihonjo.

lg.jp

若
葉
を
ば
グ
ッ
と
良
く
見
す
碧
き
空

中

通

森

川

九
二
男

病
上
が
り
一
歩
一
歩
に
青
き
踏
む

舘

西

菊

地

敬

子

風
光
る
廃
田
に
慎
ま
し
水
芭
蕉

久

保

高

橋

典

三

寝
転
ん
で
春
の
雲
見
し
と
き
あ
り
し

舟

木

大

庭

喜
右
衛
門

山
々
の
緑
ふ
や
し
て
彩
れ
り

五
海
保

嶽

石

レ

イ

地
言
葉
の
新
聞
ま
ん
が
春
の
風

横
小
路

小

松

丈

介

行
く
水
の
傾
ぎ
見
送
る
蕗
の
薹

秋
田
市

嵯

峨

義

之



こ
と
ぶ
き
大
学
（
第
２
回)

を
開

催
し
ま
す

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
概
ね
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
健
康
で
明
る
く
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
趣
味

や
教
養
の
習
得
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

年
度
途
中
か
ら
の
申
込
み
も
随
時
受

付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

５
月
31
日
（
水
）

10
時
～
15
時

▼
内
容

①
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
講

義
と
体
験
、
課
外
活
動

②
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
（
予
定
）

▼
場
所

有
鄰
館
・
体
育
館
他

▼
参
加
費

無
料
（
昼
食
は
有
料
弁
当

な
ど
各
自
）

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
を
開
催

し
ま
す

▼
日
時

６
月
２
日
（
金
）

13
時
～
15
時

▼
会
場

東
由
利
総
合
支
所

２
階

▼
テ
ー
マ
・
内
容

講
話
と
実
技

【
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
】

～
暑
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り
～

▼
講
師

齋
藤

真
弓
氏
（
シ
ニ
ア
ヨ

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ
オ
ル
、
水

や
お
茶
、
血
圧
手
帳

▼
申
込
期
限

５
月
26
日
（
金
）

※
会
場
ま
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
込
み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

（
市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
８
）

特

設

人

権

相

談

所

を

開

設

し

ま

す

人
権
や
困
り
ご
と
等
に
関
す
る
相

談
所
を
左
記
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

秘
密
は
、
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
２
日
（
金
）

10
時
～
15
時

▼
場
所

東
由
利
公
民
館

▼
担
当
者

地
区
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
せ

秋
田
地
方
法
務
局
本
荘

支
局
（
22-

１
２
０
０
）

動
物
の
飼
い
方
に
つ
い
て

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
そ
の
種
類
に
応
じ
た
正

し
い
、
し
つ
け
、
訓
練
を
し
て
人
に
危
害
を
加
え

た
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
咬
傷
事
故
や
犬
の
交
通
事

故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
散
歩
中
は
も
ち
ろ
ん
、

家
に
い
る
場
合
で
も
リ
ー
ド
で
繋
ぎ
、
放
し
飼
い

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
７
）

火災・遭難に気をつけましょう!!

【地域で火災予防をしましょう】
温かくなり、晴天が続き、火災が発生しやすい時期を迎え

ました。市内でも火災が頻発しています。地域一丸となり火

災の発生を防ぎましょう。(ご家庭はもちろん、屋外での火

の取り扱いには十分に注意しましょう。)

【遭難しないために】
市内で遭難事案が発生しています。入山する際は以下の点

に気をつけ、事故防止を心がけましょう。
❶単独での入山は控え、家族に行き先や帰宅時間を伝えましょ

う。
❷収穫量にこだわらず、早めに下山しましょう。

❸携帯電話や、白いタオル、非常食を携帯しましょう。

※万が一迷った際は、むやみに歩き回らず、体力を温存しな
がら雨風をしのげる場所で救助を待ってください。

※捜索隊の呼びかけが聞こえたら、大きな声や音を出して知
らせてください。

【クマに注意】
春先のクマは、冬眠後の空腹のため気性が荒くなっており

大変危険です。

入山時は複数人で行動し、ラジオ等によりこちらの存在を

知らせるなど、クマに遭遇しないよう十分に注意してくださ

い。


